
地域医療への貢献、高度医療の提供。 

長崎県五島中央病院 

初期研修医募集案内 



離島・へき地の医療を担う医師を育てたい 

 長崎県の離島である五島にある五島中央病院は、名実ともに五島市の中核病院 
として、癌・心筋梗塞などの専門的医療を担うほか、24時間体制で2.5次救急に 
も対応しています。また、3次医療については遠隔画像診断システムを利用し、 
本土までヘリコプター搬送にて住民の命を守っています。 
 ところで、全国的に離島・へき地の医師不足は目に余るものがあります。当院 
では、平成17年度から基幹型臨床研修病院として臨床研修医の教育に取り組み 
始めました。離島・へき地に勤める医師を離島で育てようというわけです。五島 
市は人口3万6千人程ですが、これらの人が病院に入院する必要がある状態になっ 
た時は、疾患を選ばずにまず当院にて受診されます。このように、あらゆる疾患 
が新鮮な状態で診られますので、プライマリ・ケアを習得するには非常に良い病 
院です。研修プログラムも、選択科目は自由に選べますので、自分のやりたいこ 
とが満足できるまで行えるようになっています。このような中で、これまでに、
我々が目的とした“病人を診る” 
医師として、17人の修了者を送り出しました。もっと大きくなって、何時の日か五島に戻って離島医療を担っ 
てくれたり、全国のへき地で活躍してくれるものと思っています。 
 五島という島の中で、当院だけではなく、地域の病院や開業医の先生、福祉機関、保健機関と機能分化し、 
して連携して一人の患者さんを、患者さん中心に島全体・地域全体、そして家族と一緒に診ていくという、これ 
からの医療・福祉の在り方も研修していくことになります。 
 積極的に病院の中に飛び込んで、できるだけ多くのものを学んで下さい。 

 院 長 竹島 史直 

五島の地域医療に貢献し、患者様に信頼される

病院をめざします 

■ 患者様中心の医療  ■ 安全な医療 
■ 質の高い医療    ■ 健全なる経営 
■ 救急医療の充実 

 急性期を主とした下五島地域の中核総合病院として、他の医療機関では出来ない高度・専門医療（心臓
カテーテル治療、内視鏡的治療、がん医療では手術・化学療法などのがん医療）や離島では不足しがちな
救急医療、周産期・小児医療、精神科医療を一手に引き受けています。また医学系学生の教育や、五島市
の医療・介護系職員の教育研修も、当院が中心となって積極的に行っています。 
 五島中央病院が中心になりながら、五島市民が安心して生活できる五島市独自の病院・診療所・介護施
設・行政と一致協力した体制のさらなる充実を目指しています。 

病院概要 

 基本理念  当院の目標 

 病院の特徴 



■ 五島地域の他の医療機関では果たし得ない高度・専門医療、がん医療、救急医療 
■ 島民に不足する医療（周産期・小児・精神科医療）、他院への診療応援 
■ 感染症・結核医療などの政策医療、検診、災害時医療、洋上救急 
■ 感染予防、糖尿病、褥瘡、摂食嚥下、緩和ケア等のチーム医療 
■ 医学生・看護学生実習、職員と島内医療従事者の教育や研修 
■ 市内の開業医や介護施設、大学病院やその他地域施設と連携した総合医療 
■ 治験等の学術研究 

 当院の役割 

 五島の救急医療体制 

 病院概要・診療実績（令和元年度） 

病床数 

304床 

平均外来患者数 

597.7人／日 

救急車搬入件数 

1,165件／年 

医師数 

35名 
研修医3名含む 

平均入院患者数 

195.1人／日 

平均救急外来患者数 

19.1人／日 
病床利用率（一般）71.5％ 

 学会認定施設 

■ 日本内科学会教育関連病院       ■ 日本医学放射線学会修練機関 
■ 日本呼吸器学会関連施設        ■ 日本精神神経学会研修施設 
■ 日本消化器病学会認定施設       ■ 日本外科学会指定施設 
■ 肝疾患専門医療機関          ■ 日本乳癌学会関連施設 
■ 日本循環器学会関連施設        ■ 日本がん治療認定医機構認定研修施設 
■ 日本整形外科学会研修施設       ■ 日本肝臓学会関連施設 
■ 日本眼科学会研修施設         ■ 日本透析医学会教育関連施設 

一次救急 

 日中 
 開業医、他医療機関 

 17時以降 
 ほとんどが五島中央病院 

 日曜・休日 
 18時まで他医療機関・ 
 診療所輪番（現実はほ 
 とんどが五島中央病院） 

二次救急 

五島中央病院 

三次救急 

  本土へヘリコプター搬送 
 長崎医療センター、 
 長崎大学病院 他 

      



「五島で研修してよかった」と思ってもらえるように 

これから日本の医療を担っていく若き医師達が最初に過ごす二年間を、最も充実し
実りのあるものにするにはどうすれば良いか、このことを念頭に五島中央病院では
研修プログラムを刷新し、研修医の先生達が満足できるよう配慮しています。比較
的大きな離島で唯一の基幹病院であることは、臨床研修を行うに当たって理想的と
思っています。ほぼ全ての疾患が集まり、断ることのできない医療体制の中で、密
な指導を受けながら、先端医療から高齢者医療まで、プライマリーケアから救急対
応まで経験することができます。日本最西端の島で、美しい自然と穏やかな人達に
囲まれて、社会人最初の年月を共に過ごし、共に成長しましょう。  

プログラム責任者 福嶋 伸良 

 研修理念 

常に病人の側に立ち、病気を診ずして病院を診る全
人的医療を提供できる医師として人格と能力を養う
ことを目指す。 

将来目指す専門分野の如何を問わず、医学及び医療の
社会的ニーズを離島の医療事情の中で鑑み、日常診療
の場で遭遇する疾病や病態に対して適切な対応が出来
るプライマリーケアの基本的な診療能力(知識・技
術・態度等)を修得する。  

■ 五島市唯一の総合病院、中核病院であり、集中する重症疾患、救急患者を経験できる。 
■ Common diseaseも豊富で、プライマリケア、総合診療を十分学べる。 
■ 専門医の指導や高度医療機器により、本土の基幹病院に劣らず専門的医療が経験、学習できる。 
■ 中規模病院であり、各科の間で垣根が低く、他科にも気軽に相談できる。 
■ 上級医との距離が近い為、密な指導が受けられる。 
■ パラメディカルの迅速で細やかな対応、小回りが利く体制。 
■ 高齢化先進地域であり、病病・病診連携や施設との連携の実践で、その重要性を学べる。 

長崎県五島中央病院 卒後臨床研修プログラム 

 研修目標 

 研修の特徴 

 本研修プログラム構成病院群 

基幹型臨床研修病院：長崎県五島中央病院 
協力型臨床研修病院：長崎大学病院 
          独立行政法人国立病院機構長崎医療センター（救急部門研修のみ） 
          地方独立行政法人佐世保市総合医療センター（救急部門研修のみ） 
臨床研修協力施設：長崎県富江病院（地域医療研修のみ） 
         長崎県五島中央病院附属診療所奈留医療センター（地域医療研修のみ） 
         宗教法人お告げのマリア修道会聖マリア病院（地域医療研修のみ） 
         医療法人井上内科小児科医院（地域医療研修のみ） 
         医療法人山内診療所（地域医療研修のみ） 
         五島市国民健康保険三井楽診療所（地域医療研修のみ）         



 研修スケジュール例 

 …五島中央病院  …長崎大学病院  …長崎医療センター、 

 佐世保市総合医療センター 
 

…富江病院 
 奈留医療センター 
 聖マリア病院 
 井上内科小児科医院 
 山内診療所 
 三井楽診療所 

平成32年度より、研修制度が変わります！ 
内科・救急・地域医療に加え、外科・小児科・産婦人科・精神科が必修化されます。 
五島中央病院では、外科・小児科・産婦人科・精神科も全て履修できます。 
新制度に向けたプログラムの詳細は決定次第ホームページに掲載しますのでご確認下さい。 

No.1 

内科 精神科 放射線科 精神科 救急 
１
年
次 

産婦人科 形成外科 神経内科 外科 小児科 救急 地域 耳鼻科 
２
年
次 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

研修医の希望に合わせて自由にスケジュールを組むことができます。 

No.2 

救急 小児科 内科 外科 精神科 

地域 脳神経外科 放射線科 
内分泌・ 

代謝内科 
産婦人科 

リウマチ 
・膠原病 
内科 

麻酔科 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

１
年
次 

２
年
次 

1年次の初め4日間は、事務関係説明に加え、
看護部との合同オリエンテーションに 
参加し、感染対策や医療安全の基本、電子 
カルテ操作、採血・静脈確保等の基本的 
手技について学びます。 

 研修医の声 

 僕は学生の時に五島中央病院で1ヶ月間実習をしました。その際、上級医との距離が

近く密な指導が受けられ、また、五島では患者を総合的に治療する必要があるため初期

研修に最適な病院だと感じ、五島中央病院で研修することを決めました。 

 実際に研修してみると、手厚い指導に驚嘆しました。毎朝の研修医の為の勉強会や、

Evernoteを使用した質問体制などがあり、とても充実した研修を送れています。 

 将来は、五島中央病院の指導医の先生方のように、知識と技術を日々高めることに努

力し続け、患者さんからもスタッフからも信頼される医師になりたいと思っています。 

 研修してみて思うのは、どこで研修するのかということよりも、大事なのは自分自身

の主体性だということです。長崎県内のどこに行っても、自分次第で有意義な研修がで

きると思います。是非一度、五島中央病院にも見学に来てみて下さい。 

2年次研修医 南里先生 



■ 医師公舎 
・病院敷地内にある２LDKのお部屋 
・家賃は月額17,600円で、築15年程ですがまだまだキレイです 
・クローゼット有、エアコン有、駐車場有、風呂トイレ別 

研修生活 

■ 勉強会、研修会 
・毎朝、MKSAP勉強会や、カンファラ 
 ンスを行っています 
・島外で開催のBLS、ACLS講習会等に 
 参加の際は旅費等を全面的にサポート 

■ 処遇 
 給与月額        1年次 431,000円 
             2年次 451,000円 

 宿日直手当（別途支給） １年次 7,000円 
             2年次 10,000円 

 休暇          年次有給休暇、病気休暇、忌引休暇、 
             夏季休暇（5日）など 

 勤務形態        嘱託職員（社会保険完備） 

 学会等出張       可（旅費は病院負担） 

■ 医局、当直室 
・医局は全診療科で一つになっている為、 
 診療科間の垣根が低いです 
・研修医専用当直室あり 



空路 長崎空港～福江空港 30分 
   福岡空港～福江空港 40分 

海路 長崎港～福江港 
   ジェットフォイル 1時間25分 
   フェリー     3時間10分 
   博多港～福江港 
   フェリー太古   9時間30分 

五島について 

■ 当院は五島列島の中で最大の福江島に 
  位置しています。人口は約37,000人。 
■ 飛行機なら長崎まで30分、福岡まで 
  40分とアクセス良好です 
■ 中規模スーパー、ショッピングセン 
  ター、ドラッグストア、コンビニが 
  あり、生活の不便はほとんと感じま 
  せん 

 五島での暮らし 

 美しい海、豊かな食 

■ 日本の渚百選に選ばれた高浜海水浴場 
  や映画のロケ地になった高崎海岸は、 
  エメラルドグリーンに輝く美しさ 
■ 新鮮な魚介類はもちろん、ブランド牛 
  である五島牛は、肉質がやわらかく、 
  香りもよく絶品です 
■ 美味しい居酒屋、飲食店も多数 

 その他のスポット、スポーツ 

■ 「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連 
  遺産」に登録された久賀・奈留集落 
■ 夕やけマラソン、国際トライアスロン 
  バラモンキング等、スポーツイベント 
  が盛んです 
■ スポーツイベントにメディカルスタッフ 
  として参加しています   

病院見学を随時受け付けています 

希望する日時・診療科等をお知らせ下さい。 
新・鳴滝塾の旅費助成制度を利用できます。 

～詳しくはホームページをご覧下さい～ 

http://resident.gotocyuoh-hospital.jp/ 

総務係 臨床研修担当 佐々野 

gobyou@nagasaki-hosp-agency.or.jp 



長崎県五島中央病院 
 
〒853-0031 
長崎県五島市吉久木町205番地 
Tel:0959-72-3181 Fax:0959-72-2881 


